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新型インフルエンザ対策に関する要請書
　日頃より住民の命と健康を守るため、保健医療行政に日夜ご尽力いただいておりますことに、心から敬意を表します。

さて、国内において新型インフルエンザ感染拡大が住民の命と健康に様々な形で悪影響を及ぼし、道内においても住民、保健医療等関連職員に重大な影響を及ぼしております。

現在、各自治体におけるインフルエンザ対策については、保健、医療、行政が一丸となって対策にあたっておりますが、これまでの新型インフルエンザ対策の検証を行い、強毒性インフルエンザの発生を想定し、更なる新型インフルエンザ対策の強化に向けて、充分な人材と財源の確保、体制の整備などが必要であると考えます。

　つきましては、新型インフルエンザ対策の充実した体制整備を図り、すべての住民の命と健康をまもり、感染拡大防止の観点から下記の通り要請いたします。
記
１．新型インフルエンザに対する正確な情報の周知に努めること。特に疫学的見地からの感染予防について正しく周知すること。
２．新型インフルエンザ感染拡大防止係わる、ワクチン優先接種者等に対する接種費用負担を国に求めること。
３．新型インフルエンザ感染対応に係わる、衛生研究所、保健所発熱相談センター等の人員体制充実強化につとめること。
４．新型インフルエンザ感染対応に係わる、自治体病院、感染症指定医療機関の発熱外来設置等について財政支援の充実はかること。

以　上
